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千
住
五
丁
目
に
あ
っ
た
藤
井
幼
稚
園
は

昭
和
二
十
八
（
一
九
五
三
）
年
か
ら
平
成

八
（
一
九
九
六
）
年
ま
で
四
十
三
年
間
経

営
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
令
和
五
年
（
二
〇

二
三
）
の
園
舎
解
体
に
あ
た
り
、
幼
稚
園

に
関
す
る
資
料
を
、
ご
親
族
の
山
崎
勝
久

氏
よ
り
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の

資
料
か
ら
、
藤
井
幼
稚
園
の
歴
史
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

　

寄
贈
さ
れ
た
資
料
は
大
別
す
る
と
幼
稚

園
に
関
す
る
も
の
と
経
営
者
で
あ
っ
た
藤

井
家
に
関
す
る
も
の
に
分
か
れ
、
幼
稚
園

に
関
す
る
資
料
は
さ
ら
に
①
幼
稚
園
の
設

置
に
関
す
る
も
の
、②
園
舎
の
増
築
に
関

す
る
も
の
、③
園
の
経
営
に
関
す
る
も
の

の
三
つ
に
分
か
れ
ま
す
。

■
藤
井
幼
稚
園
の
歴
史　

藤
井
幼
稚
園
は

藤
井
伸
一
氏
（
一
八
九
二
〜
一
九
六
五
）

に
よ
っ
て
設
置
申
請
が
お
こ
な
わ
れ
、
昭

和
二
十
七
（
一
九
五
二
）
年
に
認
可
が
お

り
、
翌
二
十
八
年
に
落
成
式
が
お
こ
な
わ

れ
ま
し
た
。
園
長
の
伸
一
氏
は
千
寿
第
二

小
学
校
や
本
木
小
学
校
で
校
長
を
勤
め
た

人
物
で
す
。

　

開
園
時
期
は
全
国
的
に
幼
稚
園
へ
の
入

園
希
望
者
が
増
加
し
、
幼
稚
園
が
増
え
た

時
期
で
し
た
。
昭
和
二
十
六
（
一
九
五

一
）
年
に
文
部
省
は
全
国
の
知
事
に
幼
稚

園
教
育
機
会
を
増
や
す
よ
う
通
達
し
、
幼

稚
園
が
増
設
さ
れ
ま
し
た
〔
汐
見
稔
幸
ほ

か
『
日
本
の
保
育
の
歴
史　

子
ど
も
観
と

保
育
の
歴
史
一
五
〇
年
』
萌
文
書
林
、
二

〇
一
七
年
〕。
足
立
区
で
も
二
十
七
年
に

区
内
で
初
め
て
区
立
関
屋
幼
稚
園
が
開
設

さ
れ
ま
し
た
が
、
二
校
目
の
区
立
幼
稚
園

が
開
設
さ
れ
た
の
は
四
五
（
一
九
七
〇
）

年
で
し
た
〔
東
京
都
足
立
区
教
育
委
員
会

編
『
足
立
区
教
育
百
年
の
あ
ゆ
み
』
一
九

八
〇
年
〕。
そ
の
間
、
区
内
で
は
五
十
校

の
私
立
幼
稚
園
が
開
設
さ
れ
て
お
り
、
幼

児
教
育
は
も
っ
ぱ
ら
私
立
に
よ
っ
て
担
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
幼
稚
園
不
足
に
取
り
組

む
た
め
教
育
者
の
藤
井
氏
が
開
設
し
た
の

が
藤
井
幼
稚
園
で
し
た
。

　

昭
和
二
十
八
年
の
入
園
者
は
四
十
五
名

で
し
た
が
、
十
年
後
に
は
園
則
の
定
員
で

あ
る
一
〇
〇
人
に
ま
で
増
加
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
開
園
当
初
の
幼
稚
園
の
園
舎

の
面
積
は
四
二
・
三
一
二
坪
で
し
た
が
、

入
園
希
望
者
の
増
加
を
理
由
と
し
て
昭
和

三
〇（
一
九
六
五
）
年
に
園
舎
が
八
五
・

三
一
五
坪
ま
で
増
築
さ
れ
ま
し
た
。

■
園
舎
と
設
備　

増
築
後
の
幼
稚
園
に
は

保
育
室
が
二
部
屋
、
遊
戯
室
・
保
健
室
兼

事
務
室
兼
職
員
室
が
一
部
屋
あ
り
ま
し
た
。

〔
図
１
〕
職
員
は
園
長
含
め
七
名
で
、
う

ち
園
医
と
歯
科
医
を
除
く
教
員
・
事
務
員

は
全
員
藤
井
姓
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
初
期

は
親
族
で
幼
稚
園
を
経
営
し
て
い
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
入
園
料
は
千
円
で
保
育

料
は
月
額
八
〇
〇
円
で
し
た
。
当
時
の
国

立
大
付
属
幼
稚
園
の
保
育
料
金
が
一
八
〇

〇
円
で
、
公
務
員
の
初
任
給
が
約
七
六
〇

〇
円
だ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
料
金
は

比
較
的
安
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す

〔『
値
段
の
明
治
・
大
正
・
昭
和
風
俗
史
』

朝
日
新
聞
社
、
一
九
八
七
年
〕。

　

備
品
台
帳
に
よ
る
と
、
開
園
当
初
の
備

品
と
し
て
オ
ル
ガ
ン
・
電
気
蓄
音
機
・
レ

コ
ー
ド
プ
レ
ー
ヤ
ー
・
園
児
用
机
（
二
十

四
脚
）・
園
児
用
腰
掛
（
一
二
〇
脚
）・
整

理
棚
（
三
台
）・
下
駄
箱
（
三
台
）・
整
理

箱
（
一
三
〇
箱
）・
綱
引
ロ
ー
プ
・
紅
白

玉
入
れ
な
ど
が
購
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
町
の
婦
人
会
な
ど
か
ら
レ
コ
ー
ド
や

ハ
ン
ド
ベ
ル
も
提
供
さ
れ
て
お
り
、
幼
稚

園
の
設
立
が
町
の
人
か
ら
も
期
待
さ
れ
て

い
た
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。
遊
具
は
安

全
ブ
ラ
ン
コ
と
滑
り
台
が
あ
り
、
翌
二
十

九
年
に
タ
イ
コ
橋
・
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
・

鉄
棒
が
新
た
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

■
利
用
者　

藤
井
幼
稚
園
は
園
舎
の
あ
っ

た
千
住
五
丁
目
の
近
接
地
に
利
用
者
が
い

ま
し
た
。
卒
園
児
台
帳
か
ら
三
〇
〇
〇
人

以
上
の
卒
園
生
を
輩
出
し
て
い
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
利
用
者
は
、
千
住
四
丁
目

が
六
二
〇
人
、
五
丁
目
が
五
九
三
人
、
そ

の
後
三
丁
目
、
千
住
日
ノ
出
町
、
千
住
柳

原
町
、
千
住
大
川
町
、
二
丁
目
と
続
き
ま

す
。
千
住
一
丁
目
や
千
住
緑
町
、
千
住
仲

町
、
千
住
関
屋
町
に
は
別
の
幼
稚
園
が
あ

っ
た
た
め
、
千
住
の
南
部
か
ら
の
利
用
者

は
少
な
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

遠
方
か
ら
の
利
用
者
は
五
〇
年
代
に
増

加
し
、
六
〇
年
代
〜
平
成
に
か
け
て
二
桁

の
年
も
あ
り
ま
し
た
。
交
通
網
の
整
備
や

自
動
車
の
保
有
の
増
加
に
よ
っ
て
遠
方
で

も
幼
稚
園
を
選
択
し
、
利
用
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

■
教
員
日
誌　

資
料
の
な
か
に
は
昭
和
五

四
〜
六
〇
年
に
教
員
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た

日
誌
が
あ
り
ま
す
。
日
誌
は
一
ペ
ー
ジ
に

つ
き
一
週
間
が
割
り
当
て
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
週
の
学
習
の
ね
ら
い
や
一
日
に
お
こ

な
う
教
育
内
容
が
箇
条
書
き
で
書
か
れ
て

い
ま
す
。

　

教
育
内
容
と
し
て
は
、
絵
画
や
手
技

（
折
り
紙
な
ど
）、
字
の
練
習
な
ど
が
お
こ

な
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
園
児
が
自

ら
の
経
験
を
話
す
生
活
発
表
と
い
う
教
育

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
お
こ
な
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

れ
て
い
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
。
毎
年
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

月
に
は
上
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

動
物
園
へ
遠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

足
に
行
き
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
月
に
は
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
市
の
清
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

公
園
へ
芋
掘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り
に
行
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
図
２
〕は
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
動
物
園
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
遠
足
の
週

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
日
誌
の
内

容
で
す
。
遠
足
の
翌
々

日
以
降
に
は
遠
足
の
思

い
出
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

動
物
の
絵
を
描
く
時
間

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
動
物
に
興
味
を
持
つ
」

と
い
う
ね
ら
い
を
達
成

す
る
た
め
に
、
遠
足
で

体
験
し
た
こ
と
を
園
児

自
身
が
絵
や
言
葉
で
表

現
で
き
る
よ
う
教
育
が

お
こ
な
わ
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

■
幼
稚
園
の
閉
園　

藤

井
幼
稚
園
は
平
成
五
年

に
募
集
を
停
止
し
、
平

成
八
年
に
閉
園
し
ま
し

た
。
区
に
提
出
さ
れ
た

廃
止
認
可
申
請
書
に
よ

る
と
、
マ
ン
シ
ョ
ン
建

設
に
よ
る
日
照
の
悪
化

と
園
舎
の
老
朽
化
が
理

由
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

第
二
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
以
降
は
出
生
数
、

出
生
率
の
低
下
が
続
き
、
一
九
八
〇
年
代

に
は
い
る
と
全
国
的
に
私
立
幼
稚
園
で
の

幼
児
減
、
経
営
難
が
問
題
と
な
り
ま
し
た
。

藤
井
幼
稚
園
の
園
児
数
は
昭
和
三
八
年
に

一
六
三
人
と
ピ
ー
ク
を
む
か
え
、
四
〇
年

代
後
半
に
は
二
桁
と
な
り
、
六
〇
年
代
〜

平
成
頃
に
は
五
〇
人
以
下
と
な
っ
て
い
ま

す
。
藤
井
幼
稚
園
の
閉
園
の
背
景
に
は
上

述
の
理
由
に
加
え
、
地
域
の
子
ど
も
の
減

少
も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

■
お
わ
り
に　

藤
井
幼
稚
園
の
資
料
か
ら

は
戦
後
の
藤
井
幼
稚
園
の
設
立
・
経
営
の

過
程
が
み
え
て
き
ま
し
た
。
と
く
に
、
幼

児
の
教
育
施
設
が
不
足
し
て
い
た
戦
後
か

ら
高
度
経
済
成
長
期
に
お
い
て
、
地
域
の

幼
児
教
育
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
し

た
。
ま
た
、
他
の
資
料
の
分
析
や
比
較
に

よ
っ
て
、
幼
児
教
育
史
研
究
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
る
貴
重
な
資
料
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
郷
土
博
物
館
専
門
員
）
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図１　藤井幼稚園図面

　

千
住
五
丁
目
に
あ
っ
た
藤
井
幼
稚
園
は

昭
和
二
十
八
（
一
九
五
三
）
年
か
ら
平
成

八
（
一
九
九
六
）
年
ま
で
四
十
三
年
間
経

営
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
令
和
五
年
（
二
〇

二
三
）
の
園
舎
解
体
に
あ
た
り
、
幼
稚
園

に
関
す
る
資
料
を
、
ご
親
族
の
山
崎
勝
久

氏
よ
り
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の

資
料
か
ら
、
藤
井
幼
稚
園
の
歴
史
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

　

寄
贈
さ
れ
た
資
料
は
大
別
す
る
と
幼
稚

園
に
関
す
る
も
の
と
経
営
者
で
あ
っ
た
藤

井
家
に
関
す
る
も
の
に
分
か
れ
、
幼
稚
園

に
関
す
る
資
料
は
さ
ら
に
①
幼
稚
園
の
設

置
に
関
す
る
も
の
、②
園
舎
の
増
築
に
関

す
る
も
の
、③
園
の
経
営
に
関
す
る
も
の

の
三
つ
に
分
か
れ
ま
す
。

■
藤
井
幼
稚
園
の
歴
史　

藤
井
幼
稚
園
は

藤
井
伸
一
氏
（
一
八
九
二
〜
一
九
六
五
）

に
よ
っ
て
設
置
申
請
が
お
こ
な
わ
れ
、
昭

和
二
十
七
（
一
九
五
二
）
年
に
認
可
が
お

り
、
翌
二
十
八
年
に
落
成
式
が
お
こ
な
わ

れ
ま
し
た
。
園
長
の
伸
一
氏
は
千
寿
第
二

小
学
校
や
本
木
小
学
校
で
校
長
を
勤
め
た

人
物
で
す
。

　

開
園
時
期
は
全
国
的
に
幼
稚
園
へ
の
入

園
希
望
者
が
増
加
し
、
幼
稚
園
が
増
え
た

時
期
で
し
た
。
昭
和
二
十
六
（
一
九
五

一
）
年
に
文
部
省
は
全
国
の
知
事
に
幼
稚

園
教
育
機
会
を
増
や
す
よ
う
通
達
し
、
幼

稚
園
が
増
設
さ
れ
ま
し
た
〔
汐
見
稔
幸
ほ

か
『
日
本
の
保
育
の
歴
史　

子
ど
も
観
と

保
育
の
歴
史
一
五
〇
年
』
萌
文
書
林
、
二

〇
一
七
年
〕。
足
立
区
で
も
二
十
七
年
に

区
内
で
初
め
て
区
立
関
屋
幼
稚
園
が
開
設

さ
れ
ま
し
た
が
、
二
校
目
の
区
立
幼
稚
園

が
開
設
さ
れ
た
の
は
四
五
（
一
九
七
〇
）

年
で
し
た
〔
東
京
都
足
立
区
教
育
委
員
会

編
『
足
立
区
教
育
百
年
の
あ
ゆ
み
』
一
九

八
〇
年
〕。
そ
の
間
、
区
内
で
は
五
十
校

の
私
立
幼
稚
園
が
開
設
さ
れ
て
お
り
、
幼

児
教
育
は
も
っ
ぱ
ら
私
立
に
よ
っ
て
担
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
幼
稚
園
不
足
に
取
り
組

む
た
め
教
育
者
の
藤
井
氏
が
開
設
し
た
の

が
藤
井
幼
稚
園
で
し
た
。

　

昭
和
二
十
八
年
の
入
園
者
は
四
十
五
名

で
し
た
が
、
十
年
後
に
は
園
則
の
定
員
で

あ
る
一
〇
〇
人
に
ま
で
増
加
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
開
園
当
初
の
幼
稚
園
の
園
舎

の
面
積
は
四
二
・
三
一
二
坪
で
し
た
が
、

入
園
希
望
者
の
増
加
を
理
由
と
し
て
昭
和

三
〇（
一
九
六
五
）
年
に
園
舎
が
八
五
・

三
一
五
坪
ま
で
増
築
さ
れ
ま
し
た
。

■
園
舎
と
設
備　

増
築
後
の
幼
稚
園
に
は

保
育
室
が
二
部
屋
、
遊
戯
室
・
保
健
室
兼

事
務
室
兼
職
員
室
が
一
部
屋
あ
り
ま
し
た
。

〔
図
１
〕
職
員
は
園
長
含
め
七
名
で
、
う

ち
園
医
と
歯
科
医
を
除
く
教
員
・
事
務
員

は
全
員
藤
井
姓
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
初
期

は
親
族
で
幼
稚
園
を
経
営
し
て
い
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
入
園
料
は
千
円
で
保
育

料
は
月
額
八
〇
〇
円
で
し
た
。
当
時
の
国

立
大
付
属
幼
稚
園
の
保
育
料
金
が
一
八
〇

〇
円
で
、
公
務
員
の
初
任
給
が
約
七
六
〇

〇
円
だ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
料
金
は

比
較
的
安
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す

〔『
値
段
の
明
治
・
大
正
・
昭
和
風
俗
史
』

朝
日
新
聞
社
、
一
九
八
七
年
〕。

　

備
品
台
帳
に
よ
る
と
、
開
園
当
初
の
備

品
と
し
て
オ
ル
ガ
ン
・
電
気
蓄
音
機
・
レ

コ
ー
ド
プ
レ
ー
ヤ
ー
・
園
児
用
机
（
二
十

四
脚
）・
園
児
用
腰
掛
（
一
二
〇
脚
）・
整

理
棚
（
三
台
）・
下
駄
箱
（
三
台
）・
整
理

箱
（
一
三
〇
箱
）・
綱
引
ロ
ー
プ
・
紅
白

玉
入
れ
な
ど
が
購
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
町
の
婦
人
会
な
ど
か
ら
レ
コ
ー
ド
や

ハ
ン
ド
ベ
ル
も
提
供
さ
れ
て
お
り
、
幼
稚

園
の
設
立
が
町
の
人
か
ら
も
期
待
さ
れ
て

い
た
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。
遊
具
は
安

全
ブ
ラ
ン
コ
と
滑
り
台
が
あ
り
、
翌
二
十

九
年
に
タ
イ
コ
橋
・
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
・

鉄
棒
が
新
た
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

■
利
用
者　

藤
井
幼
稚
園
は
園
舎
の
あ
っ

た
千
住
五
丁
目
の
近
接
地
に
利
用
者
が
い

ま
し
た
。
卒
園
児
台
帳
か
ら
三
〇
〇
〇
人

以
上
の
卒
園
生
を
輩
出
し
て
い
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
利
用
者
は
、
千
住
四
丁
目

が
六
二
〇
人
、
五
丁
目
が
五
九
三
人
、
そ

の
後
三
丁
目
、
千
住
日
ノ
出
町
、
千
住
柳

原
町
、
千
住
大
川
町
、
二
丁
目
と
続
き
ま

す
。
千
住
一
丁
目
や
千
住
緑
町
、
千
住
仲

町
、
千
住
関
屋
町
に
は
別
の
幼
稚
園
が
あ

っ
た
た
め
、
千
住
の
南
部
か
ら
の
利
用
者

は
少
な
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

遠
方
か
ら
の
利
用
者
は
五
〇
年
代
に
増

加
し
、
六
〇
年
代
〜
平
成
に
か
け
て
二
桁

の
年
も
あ
り
ま
し
た
。
交
通
網
の
整
備
や

自
動
車
の
保
有
の
増
加
に
よ
っ
て
遠
方
で

も
幼
稚
園
を
選
択
し
、
利
用
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

■
教
員
日
誌　

資
料
の
な
か
に
は
昭
和
五

四
〜
六
〇
年
に
教
員
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た

日
誌
が
あ
り
ま
す
。
日
誌
は
一
ペ
ー
ジ
に

つ
き
一
週
間
が
割
り
当
て
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
週
の
学
習
の
ね
ら
い
や
一
日
に
お
こ

な
う
教
育
内
容
が
箇
条
書
き
で
書
か
れ
て

い
ま
す
。

　

教
育
内
容
と
し
て
は
、
絵
画
や
手
技

（
折
り
紙
な
ど
）、
字
の
練
習
な
ど
が
お
こ

な
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
園
児
が
自

ら
の
経
験
を
話
す
生
活
発
表
と
い
う
教
育

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
お
こ
な
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

れ
て
い
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
。
毎
年
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

月
に
は
上
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

動
物
園
へ
遠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

足
に
行
き
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
月
に
は
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
市
の
清
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

公
園
へ
芋
掘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り
に
行
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
図
２
〕は
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
動
物
園
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
遠
足
の
週

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
日
誌
の
内

容
で
す
。
遠
足
の
翌
々

日
以
降
に
は
遠
足
の
思

い
出
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

動
物
の
絵
を
描
く
時
間

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
動
物
に
興
味
を
持
つ
」

と
い
う
ね
ら
い
を
達
成

す
る
た
め
に
、
遠
足
で

体
験
し
た
こ
と
を
園
児

自
身
が
絵
や
言
葉
で
表

現
で
き
る
よ
う
教
育
が

お
こ
な
わ
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

■
幼
稚
園
の
閉
園　

藤

井
幼
稚
園
は
平
成
五
年

に
募
集
を
停
止
し
、
平

成
八
年
に
閉
園
し
ま
し

た
。
区
に
提
出
さ
れ
た

廃
止
認
可
申
請
書
に
よ

る
と
、
マ
ン
シ
ョ
ン
建

設
に
よ
る
日
照
の
悪
化

と
園
舎
の
老
朽
化
が
理

由
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

第
二
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
以
降
は
出
生
数
、

出
生
率
の
低
下
が
続
き
、
一
九
八
〇
年
代

に
は
い
る
と
全
国
的
に
私
立
幼
稚
園
で
の

幼
児
減
、
経
営
難
が
問
題
と
な
り
ま
し
た
。

藤
井
幼
稚
園
の
園
児
数
は
昭
和
三
八
年
に

一
六
三
人
と
ピ
ー
ク
を
む
か
え
、
四
〇
年

代
後
半
に
は
二
桁
と
な
り
、
六
〇
年
代
〜

平
成
頃
に
は
五
〇
人
以
下
と
な
っ
て
い
ま

す
。
藤
井
幼
稚
園
の
閉
園
の
背
景
に
は
上

述
の
理
由
に
加
え
、
地
域
の
子
ど
も
の
減

少
も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

■
お
わ
り
に　

藤
井
幼
稚
園
の
資
料
か
ら

は
戦
後
の
藤
井
幼
稚
園
の
設
立
・
経
営
の

過
程
が
み
え
て
き
ま
し
た
。
と
く
に
、
幼

児
の
教
育
施
設
が
不
足
し
て
い
た
戦
後
か

ら
高
度
経
済
成
長
期
に
お
い
て
、
地
域
の

幼
児
教
育
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
し

た
。
ま
た
、
他
の
資
料
の
分
析
や
比
較
に

よ
っ
て
、
幼
児
教
育
史
研
究
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
る
貴
重
な
資
料
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
郷
土
博
物
館
専
門
員
） 図２　昭和55年の日誌の内容（一部）　＊４月の新年度より８週目
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郷
土
博
物
館
で
は
、
千
住
を
拠
点
に
活

動
し
た
琳
派
の
画
家
、
村
越
其
栄
・
向
栄

父
子
の
調
査
を
続
け
て
い
ま
す
。
こ
の
中

で
、
大
正
時
代
に
刊
行
さ
れ
た
新
聞
記
事

に
、
当
時
に
お
け
る
女
性
の
権
利
向
上
運

動
に
も
大
き
く
貢
献
し
た
文
筆
家
、
遠
藤

清
子
（
一
八
八
二
〜
一
九
二
〇
）
が
、
千

住
近
隣
に
暮
ら
し
て
い
た
折
に
向
栄
（
一

八
四
〇
〜
一
九
一
四
）
に
画
の
指
導
を
受

け
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
記
述
が
あ
る

こ
と
が
新
た
に
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
向
栄
が
地
域
に
お
け
る
画
法
の
教
授

者
で
も
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
貴
重
な
事

例
と
な
り
ま
す
。

■『
青
踏
』
の
文
筆
家
、
遠
藤
清
子　

遠
藤
清

子
は
、
平
塚
ら
い
て
う
が
創
刊
し
た
女
性

に
よ
る
文
芸
雑
誌
『
青
踏
』（
明
治
四
十

四
年
創
刊
）
に
最
初
期
か
ら
参
加
し
、
同

誌
の
参
加
者
と
共
に
女
性
の
権
利
向
上
運

動
の
中
心
と
し
て
活
動
し
た
こ
と
で
知
ら

れ
ま
す
。

　

東
京
高
輪
に
生
ま
れ
、
長
じ
て
東
京
府

小
学
校
尋
常
科
准
教
員
の
免
許
を
取
得
し

て
、
明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）
ま
で

東
京
の
数
か
所
で
教
員
を
勤
め
ま
す
。
そ

の
後
は
記
者
と
し
て
働
き
な
が
ら
女
性
の

政
治
的
権
利
の
獲
得
に
向
け
た
運
動
に
参

加
し
、
こ
の
間
に
小
説
家
の
岩
野
泡
鳴
と

内
縁
の
関
係
に
な
り
、
続
い
て
参
加
し
た

『
青
踏
』
で
は
「
岩
野
清
子
」
の
名
で
小

説
や
論
文
を
寄
せ
て
い
ま
す
。
こ
の
後
、

清
子
は
泡
鳴
と
婚
姻
生
活
を
送
り
ま
す
が
、

や
が
て
泡
鳴
の
不
貞
に
よ
り
別
離
に
至
り
、

以
降
は
生
涯
を
通
じ
女
性
の
権
利
向
上
運

動
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。

　

一
方
で
向
栄
は
、
千
住
河
原
町
で
寺
子

屋
を
運
営
す
る
か
た
わ
ら
画
家
と
し
て
活

動
し
た
父
、
其
栄
か
ら
寺
子
屋
と
琳
派
の

画
法
を
受
け
継
ぎ
、
江
戸
・
明
治
の
千
住

で
教
育
者
・
画
家
と
し
て
活
動
し
た
人
物

で
す
。
近
隣
の
家
々
を
飾
る
掛
軸
や
屏
風

の
制
作
を
多
く
手
が
け
つ
つ
、
明
治
二
十

八
年
（
一
八
九
五
）
ま
で
寺
子
屋
（
明
治

六
年
以
降
は
私
立
村
越
小
学
）
の
経
営
を

行
い
、
千
住
の
人
々
に
よ
る
様
々
な
文
化

活
動
の
中
心
に
も
な
り
ま
し
た
。

■
清
子
と
向
栄
の
師
弟
関
係　

遠
藤
清
子

が
向
栄
に
画
を
学
ん
で
い
た
こ
と
を
示
す

の
が
、
巣
鴨
村
字
宮
仲
（
現
豊
島
区
大
塚

駅
近
辺
）
の
清
子
・
泡
鳴
夫
妻
宅
を
訪
ね
、

そ
の
書
斎
を
紹
介
し
た
大
正
三
年
（
一
九

一
四
）
五
月
二
十
七
日
の
読
売
新
聞
記
事

「
新
意
匠
の
書
架　

泡
鳴
氏
の
書
齋
」
で

す
。
こ
の
記
事
中
に
、
次
の
よ
う
な
一
文

が
あ
り
ま
す
。　
　
　

　
　

「
氏
の
書
齋
に
エ
ビ
ス
ビ
ー
ル
の
空

　
　

箱
に
一
つ
ぱ
い
書
籍
が
つ
ま
つ
て
居

　
　

る
。
そ
の
新
意
匠
の
書
架
に
對
す
る

　
　

油
繪
は
亡
く
な
つ
た
氏
の
母
堂
の
肖

　
　

像
で
あ
る
。
應
接
間
に
行
く
と
大
き

　
　

な
二
枚
屏
風
に
光
琳
派
の
楸
（
ひ
さ

　
　

ぎ
）
と
櫨
（
は
ぜ
）
と
の
繪
が
畵
い

　
　

て
あ
る
。
こ
れ
は
夫
人
の
師
の
村
越

　
　

樸
氏
の
筆
で
、
そ
の
他
に
故
靑
木
繁

　
　

の
繪
が
二
つ
（
後
略
）」

　
　

※

太
字
・
括
弧
内
は
筆
者
。

　

す
な
わ
ち
、
清
子
・
泡
鳴
夫
妻
の
家
の

応
接
に
は
清
子
の
師
で
あ
る
村
越
樸
（
樸

は
向
栄
の
実
名
）
の
筆
に
よ
る
二
曲
屏
風

が
飾
ら
れ
て
い
る
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ

こ
で
向
栄
と
清
子
の
師
弟
関
係
が
示
さ
れ

て
い
る
の
で
す
。

　

清
子
が
学
校
教
育
を
受
け
て
い
た
の
は

当
時
の
神
田
区
で
あ
り
、
千
住
の
教
育
者

で
あ
っ
た
向
栄
と
教
育
上
の
師
弟
で
あ
っ

た
可
能
性
は
考
え
難
い
。
す
な
わ
ち
、
記

事
中
で
記
さ
れ
て
い
る
「
夫
人
（
清
子
）

の
師
」
と
い
う
文
言
は
、
向
栄
の
も
う
一

つ
の
生
業
で
あ
る
絵
画
に
お
け
る
師
弟
で

あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の

で
す
。

　

で
は
清
子
は
、
ど
の
段
階
で
向
栄
か
ら

画
法
の
指
導
を
受
け
て
い
た
の
か
、
そ
れ

は
清
子
が
学
校
教
員
を
し
て
い
た
時
期
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

清
子
が
准
教
員
免
許
を
得
た
の
は
明
治

三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
年
で
、
以
降
、

北
多
摩
郡
谷
保
村
（
現
国
立
市
）
と
神
田

区
の
尋
常
小
学
校
で
の
勤
務
を
経
て
、
同

三
十
三
年
に
南
足
立
郡
花
畑
小
学
校
に
着

任
し
ま
し
た
。
こ
れ
と
前
後
し
て
、
清
子

と
家
族
は
南
葛
飾
郡
南
綾
瀬
村
小
菅
に
転

居
し
、
教
員
を
辞
す
る
ま
で
の
四
年
間
を

こ
の
地
で
過
ご
し
て
い
ま
す
。
荒
川
放
水

路
が
開
削
さ
れ
て
い
な
い
当
時
、
綾
瀬
川

を
挟
み
つ
つ
も
千
住
と
清
子
の
居
宅
の
距

離
感
は
近
く
、
具
体
的
な
経
緯
こ
そ
未
詳

な
が
ら
、
清
子
は
明
治
三
十
三
〜
三
十
七

年
（
数
え
十
九
〜
二
十
三
歳
）
の
ど
こ
か

で
近
接
す
る
千
住
の
画
家
で
あ
っ
た
向
栄

に
画
法
の
教
え
を
受
け
て
い
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
の
で
す
。

　

そ
の
後
、
清
子
が
特
に
画
家
と
し
て
の

道
を
志
向
し
て
い
な
い
点
を
鑑
み
る
と
、

向
栄
と
清
子
の
師
弟
関
係
は
、
本
格
的
に

画
家
を
目
指
す
た
め
の
も
の
で
は
な
く
、

教
養
と
し
て
画
法
を
学
ぶ
と
い
う
方
向
性

の
も
の
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
ま
す
。
と

は
言
え
、
こ
の
期
間
に
向
栄
と
清
子
に
は

師
弟
と
し
て
確
か
な
繋
が
り
が
築
か
れ
た

も
の
と
見
え
、
自
身
の
居
宅
に
向
栄
の
屏

風
を
飾
っ
て
い
た
と
い
う
前
述
の
記
事
は
、

そ
れ
を
如
実
に
物
語
る
も
の
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。

　　

向
栄
が
画
家
と
し
て
後
進
へ
画
法
の
指

導
を
し
て
い
た
と
い
う
痕
跡
は
こ
れ
ま
で

ほ
と
ん
ど
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
現
段
階

で
は
図
案
家
の
岸
光
景
が
琳
派
の
画
風
を

後
に
継
承
さ
せ
る
た
め
、
若
手
画
家
を
向

栄
に
入
門
さ
せ
た
と
い
う
記
録
（『
美
術

新
報
』
第
五
巻
第
十
五
号
、
明
治
三
十
九

年
十
月
刊
）
が
残
る
の
み
で
す
。
こ
れ
に

対
し
、
今
回
確
認
さ
れ
た
清
子
と
の
師
弟

関
係
は
、
向
栄
と
清
子
と
の
繋
が
り
を
示

す
だ
け
で
な
く
、
向
栄
が
広
く
門
戸
を
開

い
て
、
近
隣
子
女
へ
の
画
法
指
導
を
行
う

環
境
も
持
っ
て
い
た
と
い
う
、
向
栄
の
未

だ
知
ら
れ
ざ
る
活
動
の
一
端
を
物
語
る
も

の
と
な
る
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
郷
土
博
物
館　

学
芸
員
）
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足
立
区
周
辺
の
河
川
は
、
江
戸
湾
（
東

京
湾
）
の
潮
の
満
ち
引
き
が
影
響
す
る
河

川
感
潮
域
で
す
。
海
か
ら
潮
が
入
る
の
で

区
内
の
橋
に
た
つ
と
海
の
香
り
を
体
感
で

き
る
と
き
が
あ
り
ま
す
。
い
っ
ぽ
う
で
農

業
用
水
と
し
て
の
利
用
は
厳
し
く
、
真
水

の
確
保
に
苦
労
し
ま
し
た
。
江
戸
時
代
の

新
田
開
発
で
数
多
く
の
水
田
が
で
き
る
と

水
を
供
給
す
る
面
積
が
拡
大
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
足
立
区
や
周
辺
で
は
「
溜
井
」
と

い
う
川
を
せ
き
止
め
た
平
地
の
ダ
ム
を
水

源
と
す
る
工
夫
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

左
の
写
真
は
現
在
「
垳
川
」（
が
け
が
わ
）

の
風
景
で
す
が
溜
井
（
川
を
利
用
し
た
平

地
の
ダ
ム
）
と
な
っ
た
歴
史
を
持
っ
て
い

ま
す
。

■
新
旧
二
つ
の
最
下
流
部　

垳
川
は
も
と

は
綾
瀬
川
の
自
然
流
路
の
最
下
流
部
で
、
六

　
　
　

木
の
地
先
で
中
川
に
合
流
し
て
い

　
　
　

ま
し
た
。
し
か
し
寛
永
年
間
（
一

　
　
　

六
二
四
〜
四
四
）
に
現
在
の
内
匠

　
　
　

橋
か
ら
南
に
の
び
る
綾
瀬
川
の
直

　
　
　

線
流
路
が
開
削
さ
れ
、
川
筋
は
二

　
　
　

つ
に
な
り
ま
す
。
こ
の
ま
っ
す
ぐ

　
　
　

な
綾
瀬
川
は
「
綾
瀬
新
川
」
も
し

　
　
　

く
は
「
新
川
」
と
称
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　

そ
の
後
、
延
宝
八
年
（
一
六
八

　
　
　

〇
）
に
は
綾
瀬
川
の
流
水
を
新
川

　
　
　

に
し
っ
か
り
流
す
た
め
に
、
現
在

　
　
　

の
内
匠
橋
付
近
で
、
旧
流
路
（
現

　
　
　

垳
川
）
と
の
接
続
を
締
め
切
り
ま

　
　
　

す
。
翌
年
に
は
綾
瀬
川
藻
刈
組
合

　
　
　

が
成
立
し
て
流
路
を
流
域
の
村
々

　
　
　

全
体
で
守
っ
て
い
く
取
り
決
め
が

　
　
　

行
わ
れ
ま
し
た
（『
草
加
市
史
』）。

　
　
　

い
っ
ぽ
う
で
垳
川
の
下
流
側
で
合

　
　
　

流
す
る
中
川
も
早
く
慶
長
年
間

（
一
五
九
六
〜
一
六
一
五
）
に
溜
井

と
な
っ
て
お
り
新
川
と
の
締
切
後
、

垳
川
は
そ
の
一
部
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
享
保
十
四
年（
一
七
二
九
）

に
、
葛
西
用
水
を
再
整
備
す
る
た
め

中
川
と
の
合
流
点
で
も
締
め
切
り
が

行
わ
れ
、
綾
瀬
川
と
中
川
と
の
接
続

点
に
は
水
門
が
設
け
ら
れ
、
葛
西
用

水
と
と
も
に
重
要
な
水
源
と
な
り
、

古
文
書
や
絵
図
で
「
久
左
衛
門
新
田

小
溜
井
」「
古
綾
瀬
川
溜
井
」
と
さ
れ
、

長
く
用
い
ら
れ
ま
し
た
。

■
川
を
利
用
し
た
溜
井　

こ
う
し
た

溜
井
は
各
地
に
作
ら
れ
ま
し
た
。
も

と
の
古
利
根
川
流
路
の
小
合
溜
井（
葛

飾
区
。
現
水
元
公
園
）、
元
荒
川
を

利
用
し
た
瓦
曽
根
溜
井
（
越
谷
市
）、

芝
川
を
締
め
切
っ
た
見
沼
溜
井
な
ど

が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

溜
井
水
源
の
灌
漑
は
、
利
根
川
流

路
の
改
編
に
と
も
な
い
主
と
し
て
享
保
年

間
（
一
七
一
六
〜
三
六
）
に
利
根
川
を
水

源
と
す
る
長
距
離
用
水
へ
と
主
役
が
交
代

し
ま
す
。
垳
川
と
交
差
す
る
葛
西
用
水
も

そ
の
一
つ
で
、
旧
河
道
や
用
水
網
を
転
用

し
て
成
立
し
ま
し
た
。
葛
西
用
水
と
見
沼

代
用
水
、
明
治
用
水
（
愛
知
県
）
は
日
本

三
大
農
業
用
水
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す

が
「
世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産
」
に
も
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
成
立
に
深
く
か
か
わ

る
溜
井
も
そ
の
遺
産
を
構
成
す
る
重
要
な

要
素
で
し
ょ
う
。

　

現
在
、
葛
西
用
水
桜
通
り
を
北
に
向
か

い
八
潮
駅
に
向
か
う
と
「
ふ
れ
あ
い
桜

橋
」
で
垳
川
を
渡
り
ま
す
。
ま
た
瓦
曽
根

溜
井
か
ら
流
下
し
て
く
る
葛
西
用
水
も
橋

の
す
ぐ
西
側
に
あ
り
ま
す
。

　

右
の
写
真
は
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇

五
）
の
開
通
時
の
写
真
で
す
（
郷
土
博
物

館
「
あ
だ
ち
の
今
を
記
録
す
る
」
収
集
写

真　

滝
沢
慎
吉
氏
撮
影
）。
こ
の
橋
の
周

辺
は
先
人
た
ち
が
溜
井
灌
漑
と
長
距
離
用

水
に
よ
る
灌
漑
へ
と
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
、

足
立
の
平
野
部
を
発
展
さ
せ
た
歴
史
を
体

感
で
き
る
場
所
で
す
。
機
会
を
み
て
現
地

で
の
ご
見
学
を
お
勧
め
し
ま
す
。

足
立
歴
史
地
理
案
内
❸

郷
土
博
物
館

溜
井
ー
川
を
つ
か
っ
た
平
地
の
ダ
ム
ー

た
め
　
い


